
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
動
向
に
関
す
る
一
考
察

柴

由

英

一

ルネサンス研究の動向に閥する一考察（架山）

　
　
　
　
一
　
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
的
伝
絞
…

　
周
知
の
如
く
、
・
ジ
ォ
ル
ジ
オ
・
ヴ
ァ
ザ
リ
Ω
ご
「
σ
q
ご
く
p
占
断
以
来
、
　
ル
ネ

サ
ン
ス
観
に
開
す
る
質
否
両
論
の
、
分
水
嶺
と
も
い
う
べ
き
バ
ー
ゼ
ル
の
ヤ
認

ブ
・
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
｝
p
o
呂
冨
震
。
冠
6
呪
袋
は
、
一
八
六
〇
年
に
著
し
た
例

の
U
δ
頃
葺
震
負
2
夘
。
琴
幽
。
・
い
§
o
o
ぎ
H
昆
隊
員
の
中
で
、
　
ル
ネ
サ
ン
ス
の
古

代
的
盤
格
に
就
い
て
印
象
的
な
回
答
を
与
え
て
い
る
が
、
而
も
彼
と
て
も
一
応

は
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
発
生
の
前
提
と
し
て
の
申
世
を
も
、
考
獄
に
入
れ
て
い
る

よ
ら
で
あ
る
。
尚
叉
偶
然
に
も
、
そ
の
前
年
に
は
フ
ォ
イ
ク
ト
＜
o
鐸
が
、
古

典
的
古
代
の
再
生
に
関
す
る
…
傑
作
⇔
団
Φ
芝
器
自
ゆ
「
び
。
乾
と
ロ
㈹
q
＄
目
げ
切
い
ぎ
｝
お
ロ

と
鐸
愚
考
を
も
の
し
て
い
る
が
、
　
こ
の
両
著
作
に
依
っ
て
古
代
復
活
論
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

要
性
を
増
大
し
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
所
で
あ
る
。

　
嘗
て
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
的
伝
統
の
継
承
者
の
一
人
で
あ
る
サ
イ
モ
ソ
ズ
Q
Q
楓
琴

。
邑
u
は
、
一
八
七
五
年
i
八
六
年
に
亘
っ
て
、
例
の
労
魯
p
剛
湊
§
8
貯
同
齢
巳
￥
刈

ぎ
冨
を
著
し
、
そ
の
中
で
豊
蜜
な
実
例
を
撃
っ
て
、
　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
は
近
代

丈
朔
の
母
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
人
ほ
寧
ろ
中
世
を
跳
び
越
え
て
、
再
び
自
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

古
代
世
界
に
結
び
つ
け
よ
5
と
の
試
み
に
、
成
功
し
た
の
で
あ
る
云
々
」
と
述

べ
て
い
る
し
、
叉
ア
〆
ム
ス
ト
象
彰
い
は
当
時
極
め
て
膚
叢
な
著
作
と
し
て
蜘

ら
れ
て
い
た
Ω
〈
窪
鑓
飢
○
⇔
負
霞
ぎ
σ
q
夢
0
9
漿
巳
。
卜
α
q
o
・
・
匂
冨
潔
の
中
で
、
事

実
上
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
見
解
を
分
り
易
く
解
説
し
て
、
　
「
人
々
を
し
て
、
自

己
の
能
力
に
就
い
て
の
自
覚
を
呼
び
起
さ
せ
て
自
信
を
与
え
る
こ
と
、
又
自
然

の
美
と
生
活
の
書
び
を
教
え
、
過
去
と
現
代
と
の
閾
係
、
及
び
、
入
聞
の
創
造

力
の
偉
大
さ
を
人
々
に
感
得
さ
せ
る
こ
と
が
ル
ネ
サ
ン
ス
の
任
務
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
入
々
は
彼
等
の
背
後
に
、
極
め
て
町
方
深
い
灘
史
が
権
っ
て
い
る
こ

と
を
、
認
識
し
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
薫
っ
て
所
謂
ル
ネ
．
サ
ン
ス
と
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

所
の
、
知
的
な
科
掌
的
な
ヨ
ユ
ロ
ッ
パ
の
変
質
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
云
々
」

と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
そ
の
後
四
〇
年
以
上
経
過
し
て
、
　
一
九
三
六
年
に
は
リ
ー
ド
切
⑦
盆
が
、

こ
れ
又
平
鍋
な
著
作
で
あ
る
錫
6
8
轟
。
蹟
の
申
で
、
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の

概
念
に
就
い
て
、
次
の
よ
う
に
入
念
に
観
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
ル

ネ
サ
ン
ス
と
隠
入
間
が
、
そ
の
環
境
に
適
応
す
る
よ
う
に
、
自
由
に
心
構
え
を
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薪
た
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
世
酌
な
概
念
に
黒
き
換
え
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ

て
、
端
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
近
代
世
界
を
母
体
と
し
て
覇
か
す
衝
鋤
で
あ
っ

た
。
か
く
し
て
人
々
は
ギ
リ
シ
ア
及
び
ロ
ー
マ
入
自
体
を
、
無
条
件
に
尊
敬
し

た
の
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
人
が
自
ら
努
力
し
て
、
極
め
て

満
足
す
る
に
足
る
笑
緩
を
古
典
の
申
に
打
ち
建
て
た
故
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
は

古
代
の
モ
デ
ル
に
注
飼
し
、
更
に
よ
り
多
く
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
指
導

を
享
け
よ
う
と
し
て
古
典
に
依
存
し
、
専
ら
イ
タ
リ
ア
に
薫
如
し
た
の
で
あ
る

　
④

心
々
」
と
。
尚
叉
一
九
三
八
年
に
は
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
美
術
史
家
で
あ
る

マ
ッ
サ
i
累
p
夢
2
が
論
説
同
剛
お
。
陰
℃
試
陣
o
h
9
ゆ
司
①
昌
p
駿
嘗
8
の
申
で
、
次

の
よ
5
に
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
開
拓
者
達
の
天
才
と

洞
察
力
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
ー
マ
人
が
他
の
地
域
の
上
々
に
増
し
て
、

よ
り
以
上
自
然
と
人
言
に
就
い
て
、
有
効
で
確
な
知
識
を
有
し
て
い
た
点
を

理
解
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
又
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
々
も
古
典
を

発
見
復
活
さ
せ
、
又
古
代
の
大
理
石
の
彫
刻
等
を
研
究
す
る
に
当
っ
て
、
最
も
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

く
踏
み
酬
ら
さ
れ
た
道
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
云
々
」
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
一
九
四
四
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
家
メ
リ
マ
ン
蜜
⑦
（
篇
毎
p
ロ
は
、
そ
の
著

も。

吹
B
冒
悪
夢
①
竃
品
鼠
諭
⇔
a
の
中
で
、
次
の
よ
5
に
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
讃
辞

を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
同
憂
の
開
巻
唇
頭
に
コ
六
世
紀
前
半
期
程
、

魅
力
あ
る
時
代
は
歴
史
上
殆
ん
ど
無
か
っ
た
と
称
し
て
よ
い
。
こ
の
頃
、
全
西

欧
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精
神
が
効
果
を
収
め
て
、
人
心
に
絶
え
ず
、
よ
り
大
き
な
活

動
力
を
轡
醒
め
し
め
つ
つ
あ
っ
た
。
か
く
し
て
イ
タ
リ
ア
櫨
忽
ち
の
中
に
知
酌

な
案
内
者
と
な
り
、
又
よ
り
野
蛮
で
強
力
な
勢
力
の
政
治
的
餌
食
と
な
り
果
て

た
の
で
あ
っ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精
神
と
は
、
と
り
わ
け
個
人
主
義
的
な
も
の

で
あ
っ
た
云
々
」
と
。
而
も
笑
は
ブ
ル
ヅ
ク
ハ
ル
ト
に
対
す
る
最
も
徹
底
し
た

讃
辞
は
、
例
の
イ
ギ
リ
ス
の
博
掌
な
著
者
で
あ
る
グ
ー
チ
O
o
o
。
7
に
依
っ
て
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
程
の
エ
ネ
ル
ギ
～
な

り
洞
察
力
を
以
っ
て
、
送
る
時
代
の
心
理
を
解
釈
し
た
歴
史
家
は
、
恐
ら
く
一

入
も
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
断
言
す
る
所
に
依
れ
ば
、
累
世
期
に
在
っ

て
は
並
々
は
、
一
階
級
な
り
一
自
治
体
又
は
漁
る
家
族
の
一
員
で
あ
っ
た
し
、

社
会
は
教
会
政
治
の
元
に
罷
か
れ
、
伝
統
が
無
上
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ル
ネ

サ
ン
ス
に
至
っ
て
入
間
は
膚
己
を
．
発
見
し
て
、
精
神
的
な
個
人
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
一
千
年
の
束
縛
が
打
破
せ
ら
れ
、
白
H
己
実
現
が
目
標
と
な
り
、
世
界
と

人
聞
に
関
す
る
薪
た
な
自
訴
判
断
が
、
流
行
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
大
王
の
よ
う
な
凶
の
警
む
人
物
は
、
中
世
期
に
は
只
一
、
二
量
見
ら
れ
た

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
や
万
能
の
人
（
H
》
瓢
O
一
H
一
〇
　
口
口
一
く
⑦
「
匂
n
P
一
⑦
）
が
行
動
の
世

界
や
思
想
及
び
芸
術
界
に
於
い
て
も
、
一
般
的
な
事
実
と
な
り
、
就
申
一
五
世
紀

は
多
方
面
の
才
能
を
有
す
る
人
間
の
世
紀
で
あ
っ
た
ゆ
而
し
て
、
こ
れ
等
の
驚

鰍
す
べ
き
人
聞
植
物
が
成
長
し
た
土
器
は
、
緊
張
し
た
都
市
国
家
の
生
活
や
、

古
代
の
芸
術
・
哲
掌
の
復
活
或
い
ほ
権
威
の
弱
体
化
、
ク
リ
ス
ト
教
信
佛
の
崩

壌
等
、
多
く
の
成
分
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
又
ル
ネ
サ
ン
ス
の
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ルネサンス研究の鋤向に関する一考察（柴山）

専
制
鱈
主
や
傭
兵
隊
長
は
、
無
情
残
忍
で
は
あ
っ
た
が
、
人
々
を
巨
大
な
鋳
型

に
投
げ
入
れ
る
政
治
的
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
か
く
し
〆
、
ル
ネ
サ
ン
ス
は
凡
ゆ
る

明
白
な
弱
点
を
懐
い
た
ま
ま
、
近
代
髄
界
の
春
の
季
節
を
迎
え
た
の
で
あ
る
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

々
」
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
尚
突
は
こ
の
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
伝
統
を
継
ぐ
人
々
、
或
い
は
叉
次
項
で
述

べ
る
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
系
誰
に
属
す
る
人
々
の
申
に
も
、
そ
れ
等
の
所

論
が
例
え
ば
馴
し
も
古
代
再
生
論
な
り
中
世
継
続
論
叫
辺
倒
で
は
な
く
、
ワ
イ

ゼ
芝
。
宙
等
は
結
局
は
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
衣
鉢
を
継
い
で
は
い
る
竜
の
の
、

例
の
σ
窪
山
。
℃
℃
ω
冨
蜀
ゆ
u
q
鼠
宍
幽
臼
男
。
暑
望
録
β
ビ
。
。
G
。
の
中
で
、
ブ
ル
ッ
ク

ハ
ル
ト
派
に
対
し
て
も
鋭
い
批
判
の
矢
を
向
け
て
お
り
、
叉
逆
に
岬
、
ル
チ
ン

累
裟
8
ぎ
は
周
知
の
如
く
o
Q
。
9
9
。
聡
。
恥
費
男
。
ロ
駐
鈴
同
旨
0
お
Q
。
b
。
の
中
で
、
反

ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
的
な
申
世
継
朝
野
を
展
開
し
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
特
に
フ

ィ
レ
ン
ツ
孟
を
重
視
し
た
点
で
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
同
一
見
解
に
立
っ
て

い
る
よ
5
で
あ
る
。

①
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
嵩
冤
。
蒼
黒
。
N
⑦
蕊
。
葺
洋
・
拷
O
＜
凝
H
”
ω
O
脅
嚇

　
の
巾
の
ゲ
ッ
ツ
Ω
o
o
餐
及
び
、
　
O
o
ロ
8
0
プ
。
切
備
口
鋤
m
o
翌
覧
・
O
客
×
×
目
＜
”

　
み
一
〇
－
Q
o
O
　
の
プ
ラ
ン
一
7
イ
　
ゆ
「
P
旨
q
一
所
論
参
昭
｛
。

②
ム
ン
・
－
馨
ミ
。
及
び
シ
ー
り
一
。
。
・
＝
・
・
械
共
著
鑑
①
壽
く
鋳
｛
Ω
＜
惣
，

　
N
p
臨
。
ジ
や
α
凶
恥
参
照
。

③
　
〉
象
彰
♂
Ω
邑
幽
N
注
§
蟻
差
σ
q
g
o
ン
自
衰
色
。
＞
讐
伊
毛
・
◎
。
巳
ム
船
　
尚

　
間
↑
勢
個
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
輩
の
凡
［
て
が
、
藩
由
笑
上
プ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
平
易

　
な
解
説
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

④
　
男
。
琶
矯
μ
．
剛
6
弓
雷
島
。
話
隔
勺
勺
・
a
ム
刈

⑤
　
謀
蓉
。
昏
a
凄
鷲
。
誘
鼠
傍
一
6
観
巳
〉
「
ρ
℃
ワ
合
よ
α

⑤
　
0
8
。
剛
ポ
　
二
二
。
蔓
9
巳
頃
矧
・
・
ε
碁
霧
げ
二
同
。
≧
瞬
回
〇
一
。
。
⇔
二
げ

　
一
り
お
”
℃
ワ
α
c
Q
ゲ
G
G
卜
⊃

0
0
芦
賞
鳳
ざ

　
　
　
　
二
　
及
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
系
譜

　
同
じ
く
中
琶
尊
重
論
者
の
中
で
も
、
そ
の
見
解
が
所
謂
大
同
小
異
で
、
部
分

的
に
は
異
っ
て
い
る
点
の
あ
る
の
は
止
む
を
得
な
い
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す

る
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
及
び
フ
ォ
イ
ク
ト
理
論
に
対
す
る
反
対
論
の
第
一
は
、
ル

ネ
サ
ン
ス
の
数
あ
る
特
徴
、
例
え
ば
個
人
主
義
・
自
然
愛
・
現
世
主
義
等
は
、

申
世
の
領
域
に
於
い
て
も
見
出
さ
れ
得
る
と
の
主
張
で
あ
り
、
第
二
は
上
世
の

特
徴
、
偶
え
ば
権
威
に
対
す
る
服
従
・
超
自
然
主
義
及
び
超
人
聞
的
な
も
の
に

対
す
る
関
心
等
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
も
見
ら
れ
る
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た

と
の
二
点
で
あ
る
。
而
…
し
て
、
こ
の
よ
5
な
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
に
対
す
る
批

籾
は
、
文
弾
云
復
蹴
ハ
期
の
箪
・
命
酌
な
（
労
。
く
9
岳
。
同
峯
門
罵
）
性
絡
よ
り
も
、
発
展
的
な

（
罵
ぎ
翼
δ
言
藁
）
性
絡
の
線
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
叉
中
世
に
関
す

る
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
知
識
な
り
理
解
は
、
不
完
全
且
つ
変
化
の
な
い
、
暗
い

色
彩
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
尚
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
の
連
続
牲
を

肯
定
し
て
、
フ
ア
ー
ガ
ス
ン
岡
、
。
脅
・
・
§
は
馨
観
的
な
妥
当
性
を
余
り
失
わ

な
い
範
囲
で
、
二
つ
の
原
理
鈍
な
も
の
に
要
約
す
る
と
、
第
一
は
結
局
ル
ネ
サ

ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
文
化
申
、
、
賞
翫
に
価
す
る
も
の
は
、
寧
ろ
、
そ
れ
が
独
創
的
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な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
と
、
第
二
は
独
創
的
な
も
の
は
概
し
て
貧
弱
で
、
惨

め
な
も
の
で
あ
っ
た
云
々
」
と
、
皮
肉
な
逆
説
的
論
評
を
加
え
て
い
る
の
で
あ

①
る
。　

扱
て
ゴ
八
八
五
年
に
は
、
例
の
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
急
先
鋒
の
一
入
で

あ
る
ト
ー
デ
出
δ
q
①
が
周
知
の
伽
く
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
に
関
す
る
魅
力
的
で

且
つ
劃
期
的
研
究
で
あ
る
所
の
牢
p
震
く
。
⇒
卜
・
・
い
芝
露
餌
象
。
ぎ
h
ぎ
げ
q
⑳
実
費

以
き
・
，
瞥
餌
2
男
窪
p
望
諺
8
一
降
H
琶
坤
窪
を
著
し
隅
そ
の
中
で
愛
す
べ
き
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
が
既
に
事
笑
上
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
的
な
偉
業
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
こ
と
《
而
も
一
方
古
典
的
遷
代
の
芸
術
は
単
に
形

式
上
、
或
い
は
技
術
上
の
助
け
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
力
説
し
て
、
古

代
を
軽
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
も
、
こ
の
よ
う
な
ト
ー
デ
の
攻
撃
を
丹
念

に
押
し
進
め
た
の
が
、
例
の
ノ
イ
マ
ン
賭
2
選
書
で
あ
っ
て
、
彼
は
論
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

山
導
p
気
心
駄
い
。
｝
δ
渥
缶
営
「
¢
盈
男
窪
臥
鴇
§
8
同
（
巳
貯
ご
目
鄭
っ
O
Q
o
等
の
申
で
、
所
謂

ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
建
造
物
の
主
な
支
柱
を
破
壊
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
即

ち
彼
は
古
代
的
な
も
の
が
強
く
支
配
し
て
い
た
所
の
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
帯
国
の
停

滞
し
た
交
化
を
、
西
欧
の
進
歩
的
な
文
化
と
比
較
し
て
、
真
に
近
代
的
な
個
性

を
芽
生
え
さ
せ
た
原
因
は
古
代
の
復
活
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
申
世
ク
リ
ス
ト
教

信
仰
や
現
実
主
義
的
な
ゲ
ル
マ
ン
の
野
蛮
人
達
で
あ
っ
た
と
の
、
結
論
に
達
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
思
に
、
広
い
り
徹
一
底
〃
的
な
破
｛
膿
は
ノ
ル
ド
ス
ト
レ
ー
ム
多
H
衛
。
【
ぐ
α
彰
紳
か
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

九
三
三
年
に
著
し
た
小
・
面
々
諸
畠
窪
〉
σ
q
o
葺
労
。
宇
戸
雛
§
8
の
中
で
の
、
国

民
主
義
者
の
見
解
に
立
つ
活
発
な
攻
撃
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
彼
は
、
中
世
フ

ラ
ン
ス
丈
佑
が
薮
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
根
源
で
あ
り
、
後
期
イ

タ
リ
ア
交
化
は
何
等
意
昧
あ
る
要
素
を
附
加
し
な
か
っ
た
点
を
、
次
の
よ
》
つ
に

指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
略
一
四
〇
〇
年
ま
で
の
申
世
文
化
関
係
の
諸
業
績

を
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
そ
れ
等
と
比
較
し
て
、
例
え
ば
申
世
期
の
西

欧
は
既
に
フ
ラ
ン
ス
の
指
導
下
に
在
っ
て
、
一
般
に
ル
ネ
サ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア

の
成
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
業
績
一
勿
論
そ
れ
等
の
中
に
は
古
典
的
な
掌
問
の

復
活
を
も
含
め
て
一
に
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
こ
と
、
叉
イ
タ
リ
ア
は
特
に
フ
ラ

ン
ス
に
負
｝
り
顎
下
か
飯
側
め
て
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
　
位
す
る
に
ル
・
不
サ
ソ
ス
は
申
世

か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
断
言
、
更
に
彼
は
語
を
継
い
で
、
中
世
の
研
究
が

進
む
に
遮
れ
て
、
今
日
褻
で
現
代
交
角
の
基
盤
を
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

の
中
に
見
出
し
て
い
た
伝
統
的
な
思
考
を
、
完
全
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
こ
と
、
叉
我
々
が
今
日
ま
で
ル
ネ
サ
ン
ス
の
西
欧
丈
化

へ
の
一
大
貢
献
と
し
て
、
考
え
る
よ
5
に
教
え
こ
ま
れ
て
来
た
所
の
竜
の
は
、
実

は
そ
の
主
要
な
点
は
早
世
的
伝
統
の
継
続
で
あ
る
か
、
或
い
は
異
教
的
イ
タ
リ

ア
の
影
響
で
変
化
を
来
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
而
竜
こ
の
よ
5
な
事
実
な
り

伝
統
は
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
亘
る
数
世
紀
の
聞
に
、
主
と
し
て
ア
ル

プ
ス
以
北
で
一
特
に
フ
ラ
y
ス
が
謂
わ
ば
最
も
輝
か
し
い
熟
練
工
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
一
書
ん
ど
全
西
欧
を
含
む
五
明
圏
の
中
に
於
い
て
形
成
せ
ら
れ
た
こ
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と
、
従
っ
て
イ
タ
リ
ア
が
文
明
の
民
族
約
な
指
導
者
と
し
て
、
比
較
的
緩
慢
に

登
場
し
て
来
る
以
前
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が

繊
来
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
複
雑
多
様
な
且
つ
、
よ
り
高
度
の
近
代
文
明
を
、

そ
の
上
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
程
、
堅
牢
な
も
の
で
あ
っ
た
声
帯
を
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
而
も
、
こ
の
よ
5
な
フ
ラ
ン
ス
に
重
心
を
置
く
ノ
ル
ド
ス
ト
レ
ー
ム
の
ブ
ル

ッ
ク
ハ
ル
ト
派
に
対
す
る
攻
撃
は
、
掌
界
の
注
目
を
浴
び
た
も
の
の
、
確
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

余
り
誇
張
さ
れ
た
愛
い
が
あ
り
、
従
っ
て
特
に
イ
タ
リ
ア
の
古
典
学
者
蓮
は
強

く
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
。
。
鐘
薮
き
は
一
九
三

六
年
に
イ
タ
リ
ア
語
の
小
著
諸
。
象
。
図
く
o
o
男
貯
景
。
剛
一
ぎ
8
の
中
で
、
大
い

に
ノ
ル
ド
ス
ト
レ
ー
ム
を
反
駁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
時
と
し
て
は

寧
ろ
軽
蔑
の
色
さ
え
浮
べ
て
、
ノ
ル
ド
ス
ト
レ
ー
ム
の
見
解
を
全
面
的
に
否
即

し
、
次
に
述
べ
る
よ
5
に
一
種
皮
肉
な
位
、
微
直
し
た
主
張
を
以
っ
て
、
彼
自

身
の
分
析
を
終
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
結
局
凡
ゆ
る
観
点
か
ら
見
て
、
イ
タ
リ

ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
始
ま
っ
て
、
世
界
を
風
廉
し
た
理
由
と
か
、

或
い
は
又
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
群
i
マ
の
交
開
が
、
近
代
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

理
由
を
知
る
の
に
、
何
も
占
王
家
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
も
あ
る
副
い
忙
々
」
と

か
、
更
に
叉
少
し
異
っ
た
言
い
廻
し
で
「
中
世
期
に
は
、
一
つ
の
精
神
と
一

つ
の
普
遍
的
な
文
化
が
、
凡
ゆ
る
民
族
を
育
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
六
芸
復
興

期
に
な
っ
て
全
世
界
を
指
導
し
た
の
は
、
選
り
抜
き
の
一
民
族
の
力
で
あ
る

　
⑤

云
々
」
と
力
説
し
、
謂
わ
ば
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
は
油
汗
せ
ら
れ
た
薪
た
な
武
器
で
、

ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
主
題
を
弁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
事
イ
タ
リ
ア
以

外
の
中
世
主
義
者
達
欲
大
体
、
ノ
ル
ド
ス
ト
レ
ー
ム
の
論
説
を
極
端
で
は
あ
る

が
、
正
に
真
実
の
核
心
を
含
む
極
め
て
岩
館
な
解
釈
で
あ
る
と
見
倣
し
た
の

で
あ
っ
て
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
若
干
の
国
民
主
義
者
蓮
に
依
っ
て
、
全
面
的
に

支
持
容
認
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ー
レ
ン
ジ
ェ
ー

闘
。
莞
＄
闘
。
巳
。
品
臼
の
如
き
口
口
、
大
賂
次
の
よ
う
に
繰
り
返
し
強
調
し
て
い

る
。
即
ち
「
結
局
国
民
的
感
情
の
再
生
・
知
的
好
奇
心
・
古
代
科
掌
・
古
典
的

ラ
テ
ン
語
二
言
の
復
活
・
そ
の
他
要
す
る
に
凡
て
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
端

緒
は
、
一
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
で
は
な
く
、
正
し
く
二
一
世
紀
頃
の
フ
ラ
ン
ス
で

　
　
　
　
⑦

あ
っ
た
張
々
」
と
。

　
尚
実
は
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
合
雷
鳴
で
あ
る
所
の
、
古
代
の
復
．
活
と
か
個

人
主
義
或
い
は
人
間
と
自
然
の
発
見
等
は
、
謂
わ
ば
個
性
な
り
独
同
性
を
欠
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
・
つ
の
は
例
え
ば
一
二
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
厩
に

一
種
の
古
典
の
復
活
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
而
…
も
、
こ
の
こ
一
世
紀
が

ど
の
よ
・
つ
な
方
法
で
古
代
を
理
解
し
た
か
が
問
題
で
あ
ろ
5
し
、
更
に
又
勿
論

申
世
期
に
は
例
え
ば
重
恩
な
貴
族
・
僧
侶
・
国
王
・
法
王
等
の
何
れ
を
問
わ

ず
、
個
人
主
義
の
点
で
は
少
し
も
欠
く
る
所
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
而
屯

ル
ネ
サ
ン
ス
の
イ
タ
リ
ア
人
の
個
人
主
義
は
、
如
何
に
中
世
期
の
そ
れ
と
潔
刻

に
異
っ
て
い
る
か
を
、
一
応
考
濾
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
桃
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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翼
に
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
の
解
説
に
依
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
に
起
つ
た
」
翼
翼
［
期
か
ら
　
又

芸
復
興
期
へ
の
推
移
の
標
識
に
な
る
の
は
、
夢
幻
的
感
動
的
な
中
世
の
想
像
力

を
、
岬
云
術
的
で
且
つ
知
的
な
洞
察
力
と
精
巧
さ
に
取
り
替
え
た
所
の
、
知
的
又

は
古
典
的
能
力
の
登
場
で
あ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
の
よ
う
な

能
力
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
そ
れ
は
何
処
か
ら
如
何
に
し
て
生
ず

る
の
で
あ
る
か
と
い
5
問
い
に
対
し
て
は
、
シ
チ
リ
ア
書
ノ
は
遺
憾
乍
ら
次
の

よ
う
に
、
極
め
て
不
完
全
な
解
答
し
か
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
「
イ

タ
リ
ア
入
の
通
有
性
と
し
て
、
常
に
一
種
生
々
と
し
た
古
典
的
な
伝
統
と
素
質

が
あ
り
、
更
に
イ
タ
リ
ア
で
は
植
民
が
他
の
地
域
に
於
け
る
よ
り
、
よ
り
順
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
成
育
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
鼓
々
」
と
論
ず
る
の
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
恐

ら
く
こ
の
よ
う
な
天
賦
の
才
に
は
、
艶
然
の
影
響
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
5
し
、
更

に
イ
タ
リ
ア
の
政
治
的
社
会
的
動
向
も
亦
、
寄
与
す
る
所
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
5

が
、
而
も
こ
の
よ
5
な
能
力
の
解
放
を
助
け
た
の
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
入
金
大
衆

の
反
封
建
制
度
運
動
の
成
功
の
故
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
或
る
意
昧
で
は
反
対
に

科
掌
な
り
学
問
的
な
原
理
を
、
俗
衆
の
支
配
か
ら
切
り
離
し
た
た
め
で
あ
り
、

或
い
は
叉
国
王
・
法
王
・
専
制
客
主
・
人
文
主
義
者
達
の
力
で
あ
っ
た
と
考
え

　
　
　
　
　
　
⑨

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
銀
て
実
は
精
神
的
に
は
寧
ろ
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス

の
イ
タ
リ
ア
人
は
、
必
ず
し
も
徒
ら
に
中
世
を
拒
否
し
た
の
で
は
な
く
て
、
例
え

ば
聖
ト
ー
マ
ス
の
よ
5
な
ク
リ
ス
ト
教
父
・
そ
の
他
の
学
者
・
ア
ラ
ビ
ア
人
・

ユ
ダ
ヤ
人
等
の
中
の
、
価
値
あ
る
も
の
に
就
い
て
種
々
兜
開
し
た
の
で
あ
る
が
、

満
足
な
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
ル
ネ
サ
ン
ス
の
創
造
者
逮
は
偉

大
な
異
教
的
古
代
に
依
存
し
て
、
例
の
ボ
ッ
カ
チ
オ
室
酬
う
よ
5
に
、
各
種
の

自
由
研
究
が
再
び
採
り
上
げ
ら
れ
、
研
究
熱
が
広
ま
っ
て
、
次
第
に
民
衆
の
心

を
疑
え
る
よ
う
に
な
の
、
か
く
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
が
個
人
を
教
化
し
、
個
人
の

精
神
的
な
欲
求
を
充
た
し
、
申
世
人
と
は
余
程
異
っ
た
人
間
を
形
成
す
る
よ
ら

　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
も
、
こ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
新
し
い
人
間
は
勿
論
古
物

を
も
蒐
集
し
、
又
名
声
・
学
聞
∵
教
養
を
追
求
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、

シ
チ
リ
ア
ー
ノ
の
言
明
に
依
る
と
次
の
如
く
「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精

神
と
は
、
研
究
や
批
判
に
対
す
る
情
熱
で
あ
り
、
薪
た
な
発
萌
や
発
見
で
あ
る

と
か
、
よ
り
よ
い
も
の
に
対
し
て
心
を
纏
わ
れ
る
こ
と
、
更
に
入
絡
を
豊
か
に

し
て
審
美
腿
を
磨
く
綜
合
力
で
あ
り
、
申
画
期
は
以
上
の
こ
と
を
欠
い
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
蓮
が
、
こ
れ
等
を
世
界
に
債
播
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
昏
々
」
と
結
論
づ
け
て
お
り
、
結
局
先
き
に
述
べ
た
反

ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
ノ
ル
ド
ス
ト
レ
ー
ム
と
、
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
シ
チ

リ
ア
ー
ノ
と
の
聞
の
見
解
の
相
違
は
、
や
は
り
百
パ
1
セ
ン
ト
の
不
一
致
で
は

な
く
て
、
極
め
て
控
え
目
の
程
度
で
は
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
類
似
点
を
見
出

す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
、
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
一
人
で
あ
る
ヤ
コ
ブ
智
8
げ
は
缶
韓
。
き

　
　
　
　
　
＠

客
●
¢
ぢ
ω
で
G
O
悼
の
申
に
、
大
略
次
の
よ
う
な
奇
書
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
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で
あ
る
。
即
ち
「
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
拡
大
で
、
も
は
や
我
．
々
は
個
別
的
閉
鎖

的
な
丈
芸
復
興
期
と
い
う
よ
ζ
ノ
な
、
古
い
確
信
を
以
っ
て
し
て
は
立
論
禺
来
な

い
し
、
叉
価
値
の
漸
進
的
変
化
を
探
究
す
る
こ
と
、
更
に
欄
度
上
の
過
去
が
突

然
捨
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
徐
々
に
薪
た
な
組
織
に
向
っ
て
進
み
、
や
が

て
薪
機
構
の
誕
生
さ
え
見
る
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
、
究
明
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
な
い
云
々
」
と
。
而
も
同
じ
く
鵠
聾
。
蔓
の
岡
巻
に
、
タ
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ル
撃
マ

昏
巽
く
竃
。
は
次
の
よ
5
に
、
ヤ
コ
ブ
と
は
異
っ
た
見
解
を
記
し
て
、
娩
曲
に
ブ

ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
を
災
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
今
日
ま
で
、
嵐
く
一

般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
伝
統
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
槻
は
、
履
初
の
修
正
を
要
す
る

と
し
て
も
、
主
要
な
点
は
翫
判
孜
撃
に
よ
く
耐
え
得
る
も
の
で
あ
り
、
結
局
本

質
的
に
は
元
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
、
今
尚
信
じ
て
疑
わ
な
い
皆
々
」
と
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
尚
又
反
ブ
ル
ヅ
ク
ハ
ル
ト
派
の
入
物
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
出
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

．
の
哲
学
者
サ
ン
タ
ヤ
ナ
団
旗
貯
饗
壼
は
、
一
九
三
一
年
に
出
し
た
論
著
O
①
弦
。
巴

臼
舞
象
自
◎
⇔
暮
冨
亀
の
申
で
、
　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
単
に
、
中
世
期
に
飾
り
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
だ
凡
ゆ
る
も
の
の
、
継
続
に
過
ぎ
な
い
云
々
」
と
こ
盲
し
て
い
る
し
、
同
じ

く
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
一
人
で
あ
る
ハ
ー
ヅ
ァ
ー
ト
大
鑑
の
ホ
ワ
イ
ト
ヘ

ッ
ド
ノ
≦
捧
。
｝
お
鴛
は
、
　
一
九
四
二
年
に
薪
た
な
大
規
嘆
の
進
歩
の
機
会
に
就

い
て
執
筆
し
、
そ
の
中
で
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
時
期
を
拒
否
し
て
、
　
「
私
が
ル

ネ
サ
ン
ス
を
除
外
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
ほ
単
に
、
幸
運
な
少

数
者
に
勲
閥
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
枇
最
後
の
力
走

　
　
　
　
　
⑯

で
あ
っ
た
云
々
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
同
じ
く
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル

ト
派
の
テ
イ
ラ
ー
ρ
、
p
覧
。
バ
は
、
欝
て
一
九
一
四
年
に
論
著
レ
臼
。
象
。
＜
巳
銀
ぎ
傷

の
中
で
、
人
々
の
耳
に
い
つ
ま
で
・
も
余
韻
を
留
め
る
よ
う
な
、
慎
重
な
見
解
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

発
脅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
厳
粛
な
歴
史
家
の
役
割
は
一
時
期
、
例
え

ば
文
芸
復
興
期
と
か
力
顎
リ
ン
が
王
朝
又
は
、
第
ご
一
世
紀
と
か
或
い
は
特
定

の
イ
タ
リ
ア
人
と
い
5
よ
う
な
竜
の
を
、
追
放
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

に
は
歴
史
的
連
続
の
概
念
を
以
っ
て
、
置
き
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
云
々
」
と
、

更
に
彼
は
語
を
継
い
で
、
　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
5
名
辞
は
、
六
、
七
〇
年
前
の

イ
タ
リ
ア
で
は
、
例
の
一
五
世
紀
（
ρ
雪
墜
，
o
。
窪
｛
。
）
そ
の
他
の
文
化
に
、
適
用

せ
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
涌
も
そ
れ
は
入
々
を
誤
っ
た
考
え
に

追
い
や
る
も
の
で
あ
る
鍛
々
」
と
論
じ
て
、
複
雑
多
様
な
ル
ネ
サ
ン
六
概
念
の

理
解
の
困
難
さ
を
、
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
又
こ
の
よ
・
）
な
点
に
就
い

て
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ヅ
ド
も
一
九
　
三
二
年
に
出
［
蔑
し
た
〉
創
く
①
弦
謹
＄
o
臨
鍔
。
駐

の
中
で
、
問
題
の
核
心
に
触
れ
て
「
事
実
上
、
問
題
に
依
っ
て
は
明
確
に
理
解

批
判
の
可
能
な
も
の
と
、
叉
寧
ろ
未
決
定
な
見
解
が
有
効
試
切
で
あ
る
よ
う
な

論
題
と
の
聞
の
糧
違
が
あ
り
、
而
も
こ
の
よ
う
な
区
別
の
端
緒
が
結
局
、
近

代
精
神
な
り
近
代
的
知
挫
の
曙
光
と
な
り
、
批
判
を
導
き
出
す
所
以
を
考
慮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
云
々
」
と
論
じ
て
い
る
し
、
又
デ
ィ
ル
タ
イ
｛
）
三
運
も

例
の
O
藍
p
薯
髭
密
浮
プ
七
八
ε
3
曝
し
。
で
。
。
凱
の
中
で
、
「
礫
性
の
主
権
隠
代
を
促

or　l （13Jr）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

擁
し
た
の
は
結
局
、
手
先
ぎ
の
労
働
と
研
究
精
神
と
の
結
含
で
あ
っ
た
弐
々
」

と
確
信
し
て
お
り
、
更
に
又
ド
イ
ツ
の
教
会
史
家
と
し
て
著
名
な
ヘ
フ
山
蔓
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

＝
甑
包
。
氏
は
、
　
一
九
二
九
年
の
顕
鼓
。
請
。
貴
い
甘
オ
げ
【
三
飼
の
中
で
、
イ
タ
リ

ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
凡
ゆ
る
成
果
の
根
源
を
結
晶
局
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
赤
誠
帯
…
が

一
一
七
六
年
に
ロ
ソ
パ
ル
デ
ィ
ア
同
親
軍
に
撃
破
せ
ら
れ
た
後
、
自
治
都
市
に

起
つ
た
自
由
と
愛
仁
心
の
故
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
尚
実
は
現
世
主
義
の
発
達
と
し
て
、
こ
の
蝕
の
塩
辛
事
に
一
屠
注
目
す
る
こ

、
と
は
、
或
る
意
味
で
は
勿
論
許
さ
る
べ
・
ぎ
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
点
に
就
い
て
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
ヅ
ヒ
エ
身
上
「
ゆ
露
臼
氏
は
、

一
九
二
七
年
差
螢
韓
。
ぎ
島
。
ぎ
覚
μ
巳
。
・
・
o
回
章
。
の
申
で
、
「
文
弊
云
復
興
期
に
は

冥
想
的
で
且
つ
純
理
論
的
な
人
々
は
結
局
、
実
際
家
例
え
ば
職
業
芸
術
家
や
昏

種
の
捜
術
家
達
に
、
舞
台
の
中
心
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

蒲
も
寧
ろ
宗
教
界
を
除
け
ば
事
忌
上
、
如
何
な
る
車
代
に
亀
観
照
家
達
が
舞
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
中
心
を
占
め
た
か
否
か
、
恐
ら
く
は
疑
問
で
あ
ろ
5
云
々
」
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
5
に
古
代
へ
の
関
心
の
復
活
と
か
、
古
代
に
間
す
る
纈
識
の
増
大

が
、
現
代
の
性
絡
を
誘
導
し
た
の
で
あ
る
と
す
る
所
の
、
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
及
び

フ
ォ
イ
ク
ト
理
論
の
放
棄
に
依
っ
て
、
寧
ろ
ル
ネ
サ
ン
ス
交
明
の
真
の
原
因
と

し
て
、
中
世
以
来
の
よ
り
現
実
的
で
意
馬
潔
い
も
の
、
例
え
ば
生
命
力
・
希
望
・
全

西
欧
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
人
達
の
活
動
力
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
本
質
的
な
要

棄
と
し
て
考
え
ら
れ
て
粟
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
5
な
点
を
更
に
具
体
的
に
述

べ
る
な
ら
ば
、
購
に
習
慣
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ろ
古
代
か
ら
の
、
凡
て
の

青
嵐
を
・
も
A
占
め
て
、
西
欧
の
自
治
都
市
や
談
蒼
旧
都
に
於
け
ろ
生
活
機
構
“
酷
、
芸

術
・
文
学
的
装
飾
・
哲
掌
・
歴
史
を
以
っ
て
集
成
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
叉
他

の
文
明
な
り
地
域
と
の
擾
触
を
含
む
商
工
業
的
な
企
業
の
拡
大
膨
脹
、
或
い
は

叉
例
の
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
か
ら
デ
ィ
ア
ス
や
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
至
る
、
地
理
’
心
知
滑

識
や
航
海
技
術
の
発
達
と
か
、
更
に
は
印
…
刷
術
・
顕
微
締
∵
望
遠
鏡
・
大
砲
等

の
発
明
・
或
い
は
太
陽
申
心
の
宇
憲
観
の
証
明
．
、
尚
又
マ
ル
シ
リ
オ
・
ダ
・
バ

ド
ア
の
法
王
万
能
に
対
す
る
挑
戦
一
そ
れ
は
事
実
上
、
凡
ゆ
る
至
上
権
に
対
す

る
挑
戦
を
意
塾
し
、
例
の
コ
ン
ス
タ
ン
ス
や
バ
ー
ゼ
ル
の
宗
教
会
議
で
採
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
一
に
依
っ
て
明
示
せ
ら
れ
た
所
の
、
致
治
的
権
威

の
性
格
に
関
す
る
探
究
、
最
後
に
凡
ゆ
る
民
間
活
動
に
於
け
る
、
俗
人
階
級
の

参
加
貢
獣
の
増
大
が
、
寧
ろ
真
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
形
成
．
す
る
主
た
る
要
素
で
あ

勃る
。
而
も
肝
要
な
点
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
が
以
上
の
諸
現
象
を
引
き
起
し
た
の
で

は
な
く
て
、
寧
ろ
こ
れ
等
の
諸
現
象
が
ル
ネ
サ
ン
ス
を
形
成
し
た
点
で
あ
っ
て
、

少
く
と
も
両
者
の
間
の
網
互
作
用
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
点
に

就
い
て
も
従
来
多
く
の
掌
者
達
が
、
こ
の
よ
5
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
り
迫
力
の
由

来
を
解
明
し
よ
5
と
試
み
て
、
例
え
ば
八
…
九
世
紀
の
頃
、
西
欧
海
岸
を
侵
略

し
た
北
欧
人
即
ち
ヴ
ィ
キ
ソ
グ
ス
や
、
ア
ラ
ビ
ア
人
の
一
派
の
こ
と
等
が
、
今

尚
疇
と
し
て
話
題
に
上
る
の
で
あ
る
。
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扱
て
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
勿
論
イ
タ
リ
ア
を
も
含
め
て
、
ヨ
ー
撹
ッ
パ
各
方
颪
［

の
よ
り
進
歩
し
た
人
々
の
業
績
で
あ
り
、
而
も
こ
の
点
に
就
い
て
ブ
ル
ッ
ク
ハ

ル
ト
派
の
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
が
、
イ
タ
リ
ア
は
ル
ネ
サ
ン
ス
初
期
に
於
い
て
は
、
著

名
な
入
物
の
数
及
び
重
要
性
の
点
で
、
西
欧
の
他
の
地
域
を
蓬
か
に
凌
駕
し
た

こ
と
を
掲
摘
し
て
い
る
の
は
、
一
応
正
し
い
主
張
で
あ
る
と
葺
い
得
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
滋
時
、
科
学
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
パ
ド
ア
大
面
は
ア
ル
プ
ス
の

纏【

福
ｩ
ら
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ヴ
エ
ザ
リ
ゥ
ス
及
び
門
戸
ヴ
ェ
ー
等
を
紹
…
聰
し

た
の
で
あ
る
が
、
彼
等
自
身
少
く
と
も
イ
タ
リ
ア
に
寄
与
し
た
と
同
様
に
又
寧

ろ
、
得
た
所
も
多
か
っ
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
而
も
ル
ネ
サ
ン
ス
初
期
の

頃
、
イ
タ
リ
ア
が
他
の
地
域
よ
り
優
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
優
位

は
正
に
不
安
定
な
も
の
で
あ
．
り
、
如
上
の
三
人
を
姶
め
、
デ
カ
ル
ト
・
ケ
プ
ラ

ー
・
ガ
リ
レ
イ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
・
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
・
ベ
ー
コ

ン
・
グ
ロ
チ
ウ
ス
等
の
中
で
、
果
し
て
幾
人
が
差
引
き
勘
定
で
、
イ
タ
リ
ア
に

借
り
が
あ
る
と
雷
い
得
る
か
、
甚
だ
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。
況
ん
や
当
代
イ
タ

リ
ア
は
專
…
制
齎
主
や
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
に
依
っ
て
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
実

情
に
於
い
て
お
や
で
あ
る
。

　
尚
実
は
ル
ネ
サ
ン
ス
が
湿
り
に
、
近
代
到
来
の
先
触
れ
を
な
さ
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
古
代
の
幅
広
さ
・
豊
冨
さ
・
貴
重
さ
に
就
い
て
、
少
く
と
も
中
世
期

よ
り
は
、
よ
り
開
侠
な
概
念
を
以
っ
て
近
代
を
蟹
か
な
も
の
、
肥
沃
な
も
の
に

し
た
と
　
醤
い
鰐
る
の
で
あ
る
。
叉
勿
論
中
世
期
と
て
も
、
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト

派
の
テ
イ
ラ
ー
の
口
、
ぎ
鑑
。
象
。
く
〔
二
．
ソ
自
ぎ
飾
の
申
の
言
葉
を
借
り
て
言
・
凡
ば
、

所
謂
古
典
的
伝
統
（
O
一
ρ
円
い
圃
O
P
μ
　
齢
汽
P
へ
【
分
一
（
）
こ
　
に
多
大
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
尚
近
代
の
肥
沃
化
作
用
は
例
え
ば
次
の
疇
期
に
、
各
地
域
で
結
実
し

始
め
た
の
で
あ
る
。
即
ち
イ
タ
リ
ア
で
は
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
≧
ご
。
【
島
や
大
ロ

レ
ン
ツ
ォ
ま
器
饗
。
出
銀
品
藁
ざ
。
撃
沈
が
、
ラ
テ
ン
語
こ
そ
イ
タ
リ
ア
の
文
語

で
あ
る
と
し
た
従
前
の
ド
グ
マ
を
拒
否
し
て
、
ト
ス
カ
ナ
体
の
イ
タ
リ
ア
語
で

書
き
始
め
た
時
、
或
い
は
又
一
六
世
紀
初
頭
に
ト
マ
ス
・
モ
ー
ア
や
国
人
の
入

交
主
義
者
達
が
、
母
国
語
で
記
し
始
め
た
時
に
、
近
代
の
豊
窟
化
が
始
ま
っ
た

　
　
　
＠

の
で
あ
る
。
而
も
こ
れ
等
の
人
心
主
義
者
達
が
碧
手
し
始
め
た
進
歩
は
、
そ
の

後
ク
リ
ス
ト
教
会
に
対
す
る
反
抗
や
、
戸
数
戦
争
の
勃
発
、
そ
れ
に
続
く
抑
圧

等
に
依
っ
て
甚
し
く
阻
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が
結
局

一
六
四
八
年
の
三
〇
年
戦
争
の
終
り
ま
で
、
続
行
し
た
と
見
倣
さ
れ
得
る
の
で

あ
る
。
更
に
そ
の
後
周
知
の
如
く
、
英
・
仏
・
独
殊
に
北
方
で
は
古
典
に
間
す

る
学
識
の
前
進
が
再
冠
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
確
か
に
高
く
評
価
さ
る
べ
き
も
の
を

含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ー
リ
ー
乙
樫
。
＝
o
蔓
は
、
り
て
の
臨
柵
岬
者
同
プ
。
労
①
「
甑
幽
器
2
ざ
。
鵡
¢
謬
p
葺
畦
①
p
昌
“

。
薦
写
ン
δ
U
O
の
中
で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
性
格
を
述
べ
、
　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
は
文

芸
復
輿
と
、
そ
の
随
伴
棚
で
区
分
せ
ら
れ
る
所
の
一
種
の
湾
。
ぎ
姦
博
§
で
は
な

く
て
、
寧
ろ
一
般
的
に
言
え
ば
現
代
の
世
界
に
も
閥
じ
迫
力
で
作
爾
…
を
及
ぼ
し

て
い
歓
一
種
の
恥
く
乱
島
Q
葺
で
あ
っ
た
と
す
る
概
説
が
、
自
ら
生
ず
る
と
思
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⑳5
」
と
強
．
賑
し
、
更
に
次
の
よ
う
に
希
望
し
且
つ
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち

「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
課
題
は
必
ず
し
鼠
解
決
で
き
な
い
承
．
の
と
見
倣
さ
る
べ
き
で

は
な
い
。
勿
論
そ
れ
は
数
理
約
な
解
決
を
得
る
こ
と
の
、
不
可
能
な
概
念
の
間

題
で
あ
る
。
而
も
一
入
六
〇
年
以
來
、
所
謂
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
な
り
、

そ
れ
に
随
伴
し
て
起
つ
た
現
象
で
且
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
と
つ
－

て
意
殊
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
昏
個
人
・
諸
鋤
洵
・
諸
業
綾
、
特
に
こ
れ
蜜

で
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
軽
視
さ
れ
て
來
た
若
干
の
重
要
な
掴
人
や
諸

運
動
等
に
就
い
て
、
公
平
な
解
明
評
価
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
、
叉
必
要
に
臨
じ
て
因
襲
的
な
限
界
な
り
領
域
を
拡
大
し
て
、

政
治
・
経
済
・
文
学
・
歴
史
・
哲
学
二
言
語
学
・
美
術
を
始
め
、
科
学
の
発
達

に
伴
5
驕
嗣
・
発
見
等
の
諸
要
．
素
を
十
分
考
識
に
入
れ
、
実
証
的
な
結
論
を
引

轟
す
こ
と
が
試
み
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
か
く
し
て
願
く
は
現
代
を
下
か
ら
焚
え

て
い
る
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
弓
過
去
を
、
理
解
し
ょ
5
と
熱
望
す
る
学
徒
達
の
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

迷
を
打
開
し
た
い
と
思
う
云
々
」
と
。
而
も
ル
ネ
サ
ン
ス
の
笑
体
の
解
明
は
例

の
マ
ル
チ
ン
等
と
共
に
、
歴
史
家
の
具
体
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
の
社
会
経
済
史
の

申
か
ら
、
そ
の
意
義
を
導
・
ぎ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ

る
。　

次
に
慎
重
な
ル
ネ
サ
ン
ス
改
訂
論
者
で
あ
る
フ
ア
ー
ガ
ス
ソ
は
、
例
の
擾
勧

の
蛸
弥
A
瞬
的
ル
ネ
サ
ン
ス
一
解
洋
服
史
と
も
い
・
う
べ
き
日
財
。
舛
。
叱
罵
㎞
ω
m
9
嵩
8
ぎ
鵠
諺
風
守

　
　
　
　
　
　
　
⑳

魯
己
月
ぎ
夷
剛
き
お
山
○
。
の
序
言
に
、
過
表
五
世
紀
間
の
ル
ネ
サ
ン
ス
解
釈
の
動

向
に
就
い
て
、
大
略
次
の
よ
≧
・
㍑
迷
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
郡
ち
「
過
央
敬
世

紀
間
に
亘
っ
て
、
ル
ネ
サ
y
ス
の
雲
叢
・
根
源
・
限
界
・
或
い
は
そ
の
終
質
的

な
精
神
の
掘
握
が
変
化
し
て
來
て
お
り
、
擾
初
は
美
術
叉
ほ
古
典
文
化
の
復
活

に
限
窟
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
相
次
ぐ
世
代
の
掌
者
達
が
中
世
文
明
を
川
宮
す
る

エ
カ
、
近
代
文
明
の
塞
質
と
考
え
た
三
三
を
附
…
遷
し
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ル
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
の
蝋
降
．
期
と
し
て
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
備
禦
糊
を
、

人
文
主
義
者
・
薪
教
徒
・
理
性
主
義
者
・
資
マ
ソ
或
い
は
自
由
主
誉
者
・
璽
想

主
義
者
の
債
統
と
い
う
よ
う
な
幾
多
の
撚
り
糸
の
中
か
ら
、
選
ん
だ
糸
で
織
っ

た
の
で
あ
る
が
、
而
承
呂
來
上
っ
た
縞
模
様
は
斬
た
な
創
作
で
あ
っ
た
。
彼
の

ル
ネ
サ
ン
ス
解
釈
は
一
八
六
〇
年
以
來
の
数
十
雪
間
、
一
般
的
共
感
を
得
て
、

半
縫
製
の
闘
殆
ん
ど
論
争
さ
れ
ず
、
伝
統
的
な
解
釈
と
な
っ
た
が
、
而
亀
結
局

余
り
に
も
長
期
の
因
襲
な
り
伝
統
が
却
っ
て
、
新
説
を
生
ず
る
契
機
と
な
り
、

か
く
し
て
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
年
代
学
的
或
い
は
地
理
酌
限
界
は
修
正
せ
ら

れ
る
に
歪
つ
た
の
で
あ
る
。
兎
も
角
も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
解
釈
に
自
然
観
或
い

は
中
世
及
び
近
代
文
化
の
昏
夢
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
ル

ネ
サ
ン
ス
論
争
は
恰
も
人
聞
意
志
の
自
由
を
論
ず
る
神
学
者
の
如
く
、
全
精
力

を
傾
け
て
今
日
に
歪
つ
た
の
で
あ
る
。
而
も
瀬
発
な
論
争
の
主
役
の
大
部
分
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
実
の
搾
る
局
面
の
専
門
家
達
や
議
甲
世
主
義
者
達
で
あ
り
、
彼
等
の

見
解
の
対
立
は
腐
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
を
生
じ
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
結
局
ル

ネ
サ
ン
ス
の
問
題
は
複
数
問
題
で
あ
っ
て
、
単
・
に
客
観
的
事
実
に
関
す
る
の
み
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ル・r・サンス研兜の動向に関する一考察（柴由）

で
な
く
、
そ
れ
等
の
事
実
の
挫
格
に
就
い
て
の
・
薫
観
的
概
念
に
連
関
す
る
問
題

で
あ
り
、
更
に
こ
れ
等
の
諸
概
念
は
彼
等
自
身
の
歴
実
を
下
す
る
の
で
あ
る
。

故
に
恐
ら
く
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
現
在
の
混
迷
の
若
干
は
、
解
決
さ
れ
得

る
と
思
わ
れ
る
し
、
又
少
く
と
も
対
立
す
る
諸
解
釈
は
、
過
表
五
〇
〇
隼
聞
に

示
さ
れ
た
諸
解
釈
の
歴
史
的
研
究
に
依
っ
て
、
或
る
程
度
解
明
さ
れ
得
る
で
あ

ろ
5
。
而
も
ル
ネ
サ
y
ス
解
釈
史
を
辿
る
に
は
、
近
代
歴
史
編
纂
史
の
解
説
な

り
、
近
代
の
主
知
的
歴
史
の
追
求
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
申
々
の
大
間
題

で
あ
る
。
尚
叉
ル
ネ
サ
ン
ス
の
諸
概
念
は
、
中
世
萸
及
び
現
代
文
化
に
対
す
る

歴
史
家
達
の
解
釈
と
緊
密
な
関
係
が
あ
り
、
加
5
る
に
璽
々
美
術
・
文
芸
・
哲

学
・
科
学
・
の
よ
5
な
縛
殊
な
文
化
史
の
方
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
來
つ
た

故
に
、
変
動
す
る
歴
史
編
纂
思
潮
や
、
各
分
野
に
於
け
る
批
判
の
跡
を
辿
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
云
々
」
と
、
更
に
ル
ネ
サ
ン
ス
概
念
愛
論
を
主
題

に
、
同
著
の
結
論
に
於
い
て
彼
自
身
の
立
場
を
次
の
よ
5
に
強
調
詳
…
話
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
ル
ネ
サ
y
ス
に
関
す
る
諸
映
像
の
研
究
な
り
解
釈
は
、

歴
史
編
纂
史
或
い
は
近
代
想
想
史
の
部
類
に
属
す
る
亀
の
で
、
西
洋
町
明
の
展

開
に
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
各
時
代
の
ル
ネ
サ
ン
ス
観
を
通
じ
て
而

も
、
数
々
の
先
入
鯛
剛
を
知
一
擬
し
た
上
で
我
々
自
身
、
よ
り
…
明
確
に
ル
ネ
サ
ン
ス

を
理
解
し
得
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
5
。
昏
時
代
の
ル
ネ
サ
ン
ス
解
釈
の
足
跡

を
辿
る
に
連
れ
て
、
歴
史
家
の
上
表
復
元
は
時
代
と
環
境
、
又
は
歴
史
家
虞
芽

の
性
絡
・
関
心
・
経
験
に
左
右
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
同
時
に
、
過
曇
に

対
す
る
歴
史
家
の
見
解
は
絶
え
ず
先
輩
達
の
業
績
な
り
方
式
に
、
影
響
せ
ら
れ

る
の
が
常
で
あ
る
こ
と
が
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
歴
慶
的
な
諸
解

釈
ほ
分
離
せ
ら
れ
た
所
業
で
は
な
く
、
絶
え
ず
変
化
騰
灯
し
、
而
亀
継
続
的
な
伝

統
を
保
持
、
そ
の
成
長
に
連
れ
て
謂
わ
ば
親
木
か
ら
多
く
の
枝
葉
が
昏
静
置
に

飛
び
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ル
ネ
サ
ン
ス
を
姶
め
、
そ
の
他
の
歴
愛
的
現

象
に
関
す
る
如
何
な
る
解
釈
も
、
恐
ら
く
は
伝
統
と
関
係
な
し
に
は
、
十
分
な

理
解
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
又
ル
ネ
サ
ン
ス
の
よ
弓
な
歴
礎
朗
一

時
期
の
解
釈
に
当
っ
て
は
、
そ
の
歴
史
家
が
時
代
黒
潮
や
伝
統
は
勿
論
、
当
代

文
化
の
一
局
面
に
格
別
の
関
心
を
働
く
こ
と
に
依
っ
て
、
左
右
せ
ら
れ
得
る
も

の
で
あ
り
、
而
も
亦
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
諸
解
釈
は
時
と
し
て
、
例
え
ば
美
掌

か
ら
歴
史
哲
学
に
至
る
ま
で
、
凡
ゆ
る
分
野
の
思
想
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
來
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
而
も
肝
要
な
点
は
過
表
に
間
す
る
我
々
の

概
念
が
、
客
観
的
真
理
に
出
來
る
だ
け
近
愉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、

我
々
の
過
表
観
が
少
な
く
と
も
、
意
識
的
或
い
は
無
意
識
的
な
先
入
主
に
依
る

歪
曲
か
ら
、
出
來
得
る
限
り
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
響
く
は

過
去
五
世
紀
に
亘
る
ル
ネ
サ
ン
ス
解
釈
の
研
究
が
、
歴
史
的
現
実
と
し
て
の
ル

ネ
サ
ン
ス
自
体
に
関
す
る
、
よ
り
正
確
な
概
念
を
形
成
す
る
助
け
に
な
り
得
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
尚
叉
多
く
の
解
釈
が
存
在
す
る
こ
と
が
却
っ

て
、
解
釈
の
仕
事
を
完
成
さ
せ
る
支
柱
に
な
る
で
あ
ろ
ら
し
、
又
諸
解
釈
の
起

源
と
遜
展
の
探
究
が
、
弛
の
歴
史
家
達
の
見
解
を
も
、
よ
り
正
確
に
評
価
せ
し
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め
る
契
機
と
な
る
に
漁
…
違
な
い
。
従
っ
て
若
し
歴
悪
止
が
葡
く
承
過
・
去
を
解
釈

す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
一
つ
の
黒
黒
を
宥
す
る
と
し
て
愁
、
一
面
彼
は
客
観
性
に
、

よ
り
謙
虚
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
上
実
際
は
今
日
ま
で
に
ル
ネ

サ
ン
ス
の
諸
解
釈
が
、
混
迷
の
半
面
で
は
我
々
の
理
解
に
寄
与
し
て
来
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
結
局
諸
解
釈
が
ル
ネ
サ
ン
ス
を
、
完
全
な
姿
で
観
察
し
よ
5
と

す
る
我
々
の
能
力
に
、
何
電
の
か
を
プ
ラ
ス
し
て
立
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
來

歴
史
的
作
晶
の
鏡
は
、
穂
屯
す
れ
ば
単
・
に
現
実
の
一
小
局
面
を
写
す
で
あ
ろ
・
う

し
、
叉
そ
の
映
像
は
時
と
し
て
歪
め
ら
れ
曇
ら
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
而
も

次
々
に
継
続
生
起
す
る
映
像
が
、
答
観
的
な
現
実
の
実
体
を
写
し
出
す
こ
と
を

可
能
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
時
の
経
過
が
、
よ
り
包
括
的
な
綜
合
の
機
を
熟

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
元
來
ル
ネ
サ
ン
ス
社
会
経
済
史
の
領
域
で
の

探
究
が
特
に
肝
要
で
あ
り
、
而
も
該
領
域
の
念
力
な
デ
ー
タ
は
相
激
存
在
し
て

い
る
か
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
妥
当
な
歴
史
的
．
位
羅
づ
け
を
試
み
る
歴
塗
家
は
、
豊
、

霞
な
資
料
　
を
選
択
調
整
或
い
は
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
多
く
の
歴

史
家
達
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
申
に
於
い
て
の
み
、
包
括
約
生
首
を
把
握
す

る
で
あ
ろ
5
が
、
若
し
歴
史
専
門
家
が
謂
わ
ば
誤
っ
た
遠
近
画
法
を
以
っ
て
、
一

、
断
節
を
観
る
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
幾
來
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
代
の
性
格

に
就
い
て
、
よ
り
広
い
概
念
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
概
し
て
専

門
諸
分
野
の
申
の
混
迷
は
、
全
体
と
し
て
確
か
に
当
代
に
関
す
る
包
猛
的
な
綜

合
を
欠
く
こ
と
に
依
っ
て
、
助
長
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
叉
逆
に
ル
ネ
サ

ン
ス
に
閥
す
る
諸
解
釈
の
不
安
定
性
は
結
局
、
一
九
世
紀
の
半
頃
蜜
で
は
研
究

手
順
が
慶
々
、
或
る
専
門
分
野
の
み
に
限
定
せ
ら
れ
た
視
野
の
狭
い
デ
ー
タ
に

拠
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
の
概
念
は
殆
ん
ど
学
問
・
文
学
・

芸
術
或
い
は
宗
教
史
の
局
面
に
限
ら
れ
て
お
り
、
而
竜
こ
れ
等
の
孫
野
に
於
け

る
所
謂
〃
再
生
復
活
”
の
現
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
的
で
あ
り
、
文
化
史
大
系

の
局
面
と
し
て
解
釈
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
雷
5
ま
で
・
も
な
く
、
ル
ネ

サ
ン
ス
を
文
明
史
の
一
時
期
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
は
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
で
あ

る
が
、
彼
の
綜
合
は
彼
自
身
ル
ネ
サ
y
ス
の
特
徴
と
考
え
た
精
神
や
知
的
周
面
、

或
い
は
七
時
の
政
治
・
経
済
・
社
会
的
局
面
の
若
干
を
含
む
、
広
汎
な
、
而
も

厳
密
に
統
剃
せ
ら
れ
た
解
釈
で
あ
っ
た
。
而
…
し
て
不
幸
に
屯
論
拠
が
凡
ゆ
る
面

で
不
十
分
で
あ
り
、
特
に
彼
の
中
世
文
明
に
関
す
る
知
識
な
り
概
念
は
、
伝
統

的
な
偏
見
に
依
っ
て
歪
麟
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
彼
の
ル
ネ
サ
ン

ス
は
孤
立
し
た
静
的
現
象
の
観
が
あ
る
の
で
あ
る
。
更
に
彼
は
ル
ネ
サ
ン
ス
を

近
代
交
明
の
夜
開
け
で
あ
り
、
従
っ
て
一
般
ヨ
ー
獄
ヅ
パ
露
な
現
象
で
あ
る
と

解
釈
す
る
一
方
、
そ
の
精
紳
な
り
思
潮
を
イ
タ
リ
ア
人
特
膚
の
も
の
と
同
一
祝

し
、
そ
の
歴
更
的
趨
因
を
イ
タ
リ
ア
独
得
の
蝦
藻
に
依
る
も
の
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
例
の
U
8
以
姦
震
声
芝
切
2
濯
い
い
弓
8
ヲ
翠
旨
呂
の
刊
行
以
來
、

一
群
の
歴
史
家
達
は
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
モ
デ
ル
を
拡
充
さ
せ
よ
5
と
腐
心
し

て
來
た
が
、
そ
の
後
面
の
多
数
の
歴
史
家
達
が
同
様
の
熱
意
を
以
っ
て
、
こ
れ

を
破
壊
し
よ
5
と
努
力
し
て
お
り
、
而
も
伝
統
主
義
者
と
改
訂
論
者
の
業
績
の
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何
れ
も
が
、
結
局
は
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
以
上
に
広
汎
で
統
括
的
な
も
の
に
は
な

ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
彼
等

の
デ
ー
タ
は
主
と
し
て
、
若
干
の
特
殊
の
研
究
分
野
か
ら
引
出
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
場
合
漸
し
い
解
釈
は
国
民
〃
的
な
要
求
や
審
美
的
タ
イ
プ
と
か
、
宗
教
或

い
は
世
界
観
マ
〈
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
画
題
、
そ
の
他
非
物
質
的
な
無
形
の
諸
要

棄
の
見
地
か
ら
の
解
釈
で
あ
っ
て
、
よ
り
物
質
約
な
諸
要
素
、
例
え
ば
社
会
・

経
済
・
政
治
的
現
．
象
は
一
般
に
ル
ネ
サ
ン
ス
丈
化
解
釈
の
要
．
素
と
し
て
は
、
軽

視
せ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
尚
ル
ネ
サ
ン
ス
華
墨
の
起
源
・
原
動
力
・
暴
ホ

的
退
位
に
関
す
る
最
近
の
解
釈
の
主
な
且
つ
健
全
な
傾
向
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と

荊
代
と
の
著
し
い
網
…
違
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
而
も
極
端
な
場
合
に

は
ル
ネ
サ
ン
ス
を
単
に
中
世
の
継
続
と
す
る
主
題
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
近
代
の

開
幕
で
あ
っ
た
と
す
る
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
信
念
と
同
様
稿
も
す
れ
ば
一
方
に

偏
し
た
又
隈
定
せ
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
礎
を
全
く
解
釈
を
生
ず
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
勿
論
、
ル
ネ
サ
ジ
ス
は
一
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
す
る
妥
協
的
解
釈
の

中
に
、
よ
り
多
く
の
真
理
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
結

局
串
世
と
近
代
文
明
の
闘
の
根
本
的
な
相
違
や
、
週
渡
期
そ
れ
自
体
に
独
得
の

も
の
の
双
方
を
、
組
織
的
に
分
祈
す
る
こ
と
を
伴
わ
な
け
れ
ば
無
煮
昧
で
あ
る
。

而
も
私
は
歴
輿
家
達
が
蔽
た
に
、
凡
ゆ
る
簾
を
開
く
鍵
と
し
て
役
立
つ
ル
ネ
サ

ン
ス
暗
代
精
神
を
、
発
見
す
る
こ
と
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
ず
る
の

で
は
な
く
、
私
の
綜
合
の
価
値
に
心
す
る
主
張
を
蠕
的
に
奪
え
ば
、
過
虫
の
繊

來
事
は
孤
立
的
な
現
象
で
は
な
く
、
歴
史
は
無
関
係
な
諸
事
笑
の
カ
オ
ス
で
は

な
い
と
の
確
信
で
あ
っ
て
、
こ
の
確
信
を
†
分
に
裏
付
け
る
た
め
に
は
、
歴
史

哲
掌
の
助
力
を
必
要
と
す
る
の
が
常
で
あ
ろ
う
。
尚
又
歴
輿
専
門
家
が
分
析
に

捉
わ
れ
て
、
よ
り
広
汎
な
綜
合
を
欠
く
こ
と
は
、
結
局
細
塵
の
販
扱
上
、
所
謂

遠
近
画
法
の
歪
曲
を
招
翻
す
る
こ
と
に
な
り
、
叉
特
殊
な
デ
ー
タ
で
性
急
す
ぎ

る
綜
合
を
な
す
こ
と
に
依
っ
て
手
続
の
上
で
、
不
幸
な
逆
転
を
來
た
す
恐
れ
が

あ
り
、
そ
の
よ
・
う
な
歴
史
家
が
煮
識
的
或
い
は
無
煮
凝
的
に
形
成
し
た
自
己
の

時
代
観
念
が
、
如
何
な
る
局
面
を
国
外
5
場
合
に
竜
表
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
結
局
歴
史
事
笑
と
は
多
く
の
歴
史
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
々
の
口
香

に
依
っ
て
、
而
も
重
し
い
種
類
の
イ
デ
ィ
オ
ム
で
語
る
屯
の
で
あ
る
。
実
は
時

代
に
関
す
る
綜
合
的
解
釈
を
論
ず
る
に
は
、
時
代
区
分
の
価
値
を
認
め
る
こ
と

が
前
提
条
件
で
あ
り
、
こ
の
点
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
歴
史
家
が
承
認
し

て
い
る
所
で
あ
り
、
例
え
ば
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
∩
o
追
駆
毛
o
o
鳥
ほ
論
著
ρ
、
訂

崔
。
p
亀
顕
韓
。
q
し
窯
O
の
申
で
、
「
歴
史
に
於
け
る
時
代
区
分
の
試
み
は
、
単

に
事
実
を
探
究
す
る
の
み
で
は
な
く
、
解
釈
す
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
進
歩
円
熟

し
た
歴
史
思
想
の
印
し
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
叉
纂
実
上
縫
代
区
分
無
し

に
は
、
歴
史
的
現
実
の
絶
え
ざ
る
潮
流
に
対
す
る
愚
考
な
り
立
論
叉
は
詑
述
は

不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
歴
史
家
が
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
就
い
て
、
適
切
な
解

釈
を
す
る
に
は
、
広
く
中
世
及
び
近
代
を
附
撫
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
時
代
概
念
を
放
簗
す
る
こ
と
に
依
っ
て
は
解
決
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ

Jr7 （ltll）



る
。
薦
も
ル
ネ
サ
ン
ス
概
念
の
混
迷
し
た
窺
㎡
状
で
は
、
時
代
区
分
を
無
視
す
る

こ
と
竜
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
結
局
絶
望
の
勧
誘
に
屈
す
る
こ
と
で
あ
り
、

歴
史
家
の
職
責
を
放
棄
す
る
こ
と
を
意
昧
す
る
の
で
あ
る
。
元
本
伝
統
に
裏
付

け
ら
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
名
辞
は
、
時
代
の
意
義
と
い
・
つ
点
で
、
必
ず
し
も

誤
っ
た
概
念
で
は
な
い
に
し
て
杢
、
例
え
ば
申
世
と
い
う
名
辞
と
同
様
に
、
一

種
の
先
入
感
な
り
誤
解
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
尚
実
は
テ
イ
ラ
ー
が
、
よ
り
混

乱
に
導
い
た
如
く
、
一
方
を
許
容
す
れ
ぼ
他
を
拒
否
す
る
か
に
見
え
る
の
で
あ

っ
て
、
結
局
は
時
代
区
分
法
に
就
い
て
、
完
全
な
意
見
の
戸
数
を
見
る
ま
で
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
3
名
辞
は
、
そ
の
意
昧
に
就
い
て
の
凡
ゆ
る
混
乱
が
あ
る
に

拘
ら
ず
、
他
の
如
何
な
る
名
辞
に
も
増
し
て
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
所
で
あ

ろ
5
。
更
に
中
世
主
義
者
の
最
古
参
者
で
あ
る
賢
明
な
ハ
ス
キ
ン
ズ
誕
p
穿
剛
蕊

ほ
、
そ
の
著
謡
δ
労
曾
p
霧
聲
8
。
h
＄
o
円
辱
⑦
回
h
夢
O
窪
陣
嚢
ざ
一
Φ
培
の
申
で
、

ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
名
辞
を
適
用
す
る
た
び
に
生
ず
る
誤
解
さ
れ
易
い
性
格
を

指
摘
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
よ
弓
な
名
辞
は
ク
ワ
ッ
ト
ロ
チ
ェ
ソ
ト
や
チ
ソ
ク
エ
チ
ェ
ソ
ト
と
い
う
よ

5
な
名
辞
以
上
に
、
誤
解
ぜ
ら
れ
る
か
否
か
疑
問
で
あ
り
、
又
我
々
が
ど
ん
な
呼

び
方
を
す
る
に
し
て
も
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
は
存
在
し
た
の
で
あ
っ
て
、

恰
も
ホ
ー
マ
ー
の
詩
を
同
名
の
他
の
詩
人
の
作
に
帰
す
る
よ
5
な
お
け
に
は
ゆ

か
な
い
云
々
」
と
。
拘
て
、
若
し
綜
合
へ
の
希
求
な
り
或
い
は
又
西
洋
文
明
史

に
於
け
る
一
時
期
と
し
て
の
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
存
在
を
認
め
る
所
の
時
代
区
分

の
必
要
性
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
結
局
、
方
法
論
上
の
愚
心
的
な
問
題
に
触
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
実
は
綜
合
の
仕
事
の
第
一
は
、
例
え
ば
或
る
時
代
の

文
明
の
特
徴
を
予
め
決
定
し
て
、
重
要
さ
の
順
序
に
体
系
的
に
調
整
す
る
こ
と

が
、
而
蚤
絹
屯
す
れ
ば
一
般
的
な
綜
合
に
対
す
る
根
挺
と
し
て
役
立
つ
に
は
、

余
り
に
も
そ
の
時
代
の
一
局
面
に
注
意
が
集
中
せ
ら
れ
勝
ち
で
あ
り
、
叉
当
初

か
ら
古
典
文
化
の
復
活
再
生
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
を
猫
く
と
い
・
つ
工
合
に
、
一

つ
の
偏
見
を
忌
め
か
す
の
で
あ
る
。
而
も
勿
論
轟
々
は
漁
る
見
解
に
立
た
ね
ば
、

歴
史
を
解
釈
す
る
こ
と
は
不
珂
能
で
あ
り
、
従
っ
て
若
干
の
梢
対
的
な
重
要
性

の
大
系
の
も
と
に
、
歴
史
活
動
の
兀
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
排
列
す
る
必
要
を
避

け
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
で
実
は
綜
合
の
方
法
を
含
み
且
つ
、
一
分

野
か
ら
の
根
艇
に
対
し
て
、
他
の
分
野
か
ら
引
用
せ
ら
れ
た
論
趣
の
重
さ
を
計

る
と
い
ろ
よ
5
な
問
題
ぱ
、
結
局
価
値
判
断
の
問
題
で
あ
っ
て
、
一
般
に
特
に
主

観
的
な
偏
見
に
陥
り
易
い
の
で
あ
る
。
元
来
歴
史
家
は
彼
自
身
、
最
も
重
要
で

興
子
吉
く
感
ず
る
事
柄
に
対
し
て
、
過
表
に
於
け
る
雷
管
要
事
と
見
倣
す
誘
惑

を
殆
ん
ど
避
け
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
歴
史
家
に
対
し
、
次
の
問
題
を
熟

懸
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
時
代
の
文
明
に
閲
し
て
、
ど

の
よ
弓
な
要
素
を
一
般
的
綜
合
の
た
め
に
、
極
め
て
璽
要
と
手
答
す
か
と
い
弓

こ
と
の
決
定
に
先
立
っ
て
、
聞
題
に
対
し
て
熱
心
な
考
慮
を
払
5
こ
と
、
又
綜

合
に
当
っ
て
彼
が
余
り
重
要
と
は
考
え
な
い
要
素
、
或
い
は
叉
彼
の
主
題
と
は

正
反
対
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
要
素
も
、
ネ
グ
レ
ク
ト
し
て
は
な
ら
な
い
と
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い
5
点
で
あ
る
。
事
実
、
諸
解
釈
が
今
臼
ま
で
成
功
を
収
め
な
か
っ
た
の
は
、

根
麺
が
余
り
に
重
宝
定
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
の
み
で
は
な
く
、
解
釈
の
講
造
そ

れ
自
体
が
都
合
の
悪
い
事
実
や
反
対
の
実
例
を
黙
認
す
る
程
、
弾
力
性
が
無
か

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
解
釈
を
菰
繭
ず
れ
ば
、

何
等
か
よ
り
以
上
の
方
法
論
的
結
論
を
見
出
す
か
竜
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
元

来
、
余
り
に
多
く
を
立
証
す
る
歴
史
家
は
結
局
、
何
等
証
明
し
な
い
こ
と
で
あ

り
、
歴
史
家
た
る
者
は
絶
対
的
な
一
致
点
の
た
め
に
望
み
な
き
探
究
．
を
な
す
よ

り
承
寧
ろ
、
相
対
的
な
妥
当
性
の
あ
る
特
徴
叉
は
兎
も
角
も
、
思
議
深
い
比
較

評
価
を
基
調
と
し
て
綜
合
す
る
こ
と
で
、
満
足
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
而
も

こ
の
優
劣
の
評
価
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
し
て
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
と
い
5

の
は
、
過
渡
的
な
性
格
を
察
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
は
、
典
型
的
な
両
文
明
の
闘
に
位

鷹
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
自
身
の
文
明
は
不
安
定
な
状
態
の
申
に
、
極
め
て
対

照
的
な
要
素
で
満
た
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
尚
又
昏
時
代
が
前
代
か
ら
の

聯
し
い
思
想
や
習
慣
等
を
、
く
り
越
す
と
い
ら
こ
と
は
結
局
、
歴
史
的
発
展
の

性
格
を
有
す
る
と
い
5
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
連
続
す
る
時
代
の
闇
の
、
絶
対

的
な
相
違
点
を
見
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
而
毛
こ
の
よ
う
な

事
実
を
認
め
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
ま
で
多
く
の
誇
張
と
不
必
要
な
修
正

の
、
何
よ
り
の
原
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
ス
コ
ラ
哲
学
的
方
法
論
が
依
然

と
し
て
、
鳳
五
、
六
世
紀
の
哲
学
に
於
け
る
力
強
い
成
分
で
あ
っ
た
と
い
5
事

箋
は
、
馬
廻
驚
く
に
足
り
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
　
麻
も
こ
の
こ
と
が
ル
ネ
サ
ン

ス
の
哲
掌
、
ま
し
て
ル
ネ
サ
y
ス
全
体
が
、
本
質
的
に
は
申
世
的
で
あ
っ
た
と
い

5
こ
と
の
証
明
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
元
来
或
る
時
代
の
主
な
特
徴
は
、
継

続
す
る
次
代
の
少
数
意
冤
と
し
て
存
続
す
る
竜
の
で
あ
り
、
特
に
過
渡
期
を
通

じ
て
、
伝
統
の
存
続
を
跡
づ
け
る
努
力
の
申
に
は
、
特
別
の
困
難
さ
が
含
漏
れ

る
の
で
あ
る
。
更
に
、
時
代
の
綜
合
と
い
う
こ
と
の
中
に
含
ま
れ
る
最
早
困
難

な
問
題
は
、
或
る
時
代
か
ら
他
の
時
代
へ
の
継
続
的
な
歴
喫
的
発
隈
の
場
合
は

勿
論
、
尚
昏
時
代
の
内
部
に
於
け
る
展
開
に
依
っ
て
提
出
せ
ら
れ
る
問
題
で
あ

っ
て
、
こ
の
場
合
状
況
に
関
す
る
如
何
な
る
概
説
も
、
一
定
の
年
代
掌
的
な
条

件
に
追
従
し
な
け
れ
ば
、
結
果
と
し
て
生
ず
る
綜
合
は
静
的
な
横
断
面
に
過
ぎ

な
い
か
ら
、
本
質
的
に
非
歴
史
晒
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
理
由
で
、
歴
史
的
な

諸
時
期
の
間
の
限
界
線
は
、
決
し
て
任
意
な
も
の
と
は
言
い
得
な
い
の
で
あ
っ

て
、
一
文
開
の
性
絡
の
広
汎
な
変
化
は
一
夜
の
申
に
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
歴
史
家
は
平
衡
を
保
つ
位
羅
を
決
定
す
る
た
め
に
、
最
善
の
判
断
力
を
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
尚
又
歴
史
家
は
、
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
の
丈
明
が
既
に

中
世
的
で
な
い
時
代
で
も
、
総
体
的
な
ゲ
ル
マ
ン
筆
答
は
依
然
と
し
て
、
申
世

の
特
徴
を
塩
給
す
る
導
実
、
或
い
は
叉
イ
タ
リ
ア
文
化
の
一
局
面
は
依
然
と
し
て
、

確
か
に
中
世
的
で
あ
る
の
に
、
他
の
重
肴
は
殆
ん
ど
見
別
け
の
つ
か
ぬ
程
、
変

化
し
て
い
る
事
実
を
見
出
す
で
あ
ろ
ら
。
で
結
局
歴
史
家
が
年
代
的
な
限
界
線

を
臨
く
点
は
、
そ
の
割
愛
家
が
凡
ゆ
る
種
類
の
歴
史
活
動
に
割
り
当
て
る
所
の
、

絹
対
的
な
重
要
性
如
何
に
依
っ
て
決
箆
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
恐
ら
く

or9　（lt13）
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以
上
ブ
ル
ッ
ク
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ル
ト
及
び
フ
ォ
イ
ク
ト
の
伝
統
を
追
う
入
々
及
び
、
三
一
7
』

反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
系
統
を
引
く
所
謂
一
群
の
根
掘
り
論
者
申
、
若
干
・
の

代
表
的
な
人
々
の
見
解
を
引
用
し
つ
つ
、
論
旨
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
結
局

ホ
イ
ジ
ン
ガ
や
マ
ル
チ
ン
或
い
は
プ
ア
ー
ガ
ス
ン
等
の
大
い
な
る
寄
与
に
も
拘

ら
ず
、
今
日
依
然
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
そ
の
竜
の
の
概
念
混
迷
の
た
め
、
多
く

の
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
家
が
研
究
方
針
に
迷
っ
て
い
る
実
情
で
あ
り
、
例
え
ば
ブ

ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
と
反
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
派
の
止
楓
耀
の
熱
燃
願
凹
な
り
両
派
の
最
ム
人

公
約
数
の
問
題
、
或
い
は
又
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
が
ド
イ
ツ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
移

行
し
て
行
く
プ
ロ
セ
ス
、
わ
け
て
亀
ド
イ
ツ
に
於
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
不

振
及
び
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
活
況
と
、
現
代
ア
メ
リ
カ

人
の
思
想
と
の
結
び
つ
き
な
り
、
知
識
腰
の
在
り
二
等
、
極
め
て
三
昧
潔
い
重

大
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
微
力
の
た
め
、
今
は
到
底
私
見
を
発
表
す
る
段

階
で
な
い
の
で
、
他
曝
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
5
。
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